
令和５年度 調布市社会福祉協議会  調布市福祉人材育成センター研修 

 

 
 

調布市内で働く福祉職のスキルアップのための研修です。集合形式及びオンデマンド配信形式で実施

しますので、お気軽にご参加ください。 

 

 研修名 日 時 講 師 定員 

① 

【集合】 

福祉職のための記録の書き方研修 

～SOAPの活用法を学ぶ～ 

１月１２日（金） 

１４：００～１６：００ 

保正友子氏  

（日本福祉大学） 

３０名 

 

② 

【集合】（障害通所事業所向け） 

ＢＣＰ（事業継続計画）策定研修  

～感染症編～ 

１月２６日（金） 

１０：００～１２：００ 

小島秀人氏 

（障害福祉課） 
３０名 

③ 

【オンデマンド配信】 

障害福祉職員向け 

～介護保険制度を知ろう～ 

１月中旬～３月中旬 

 

 

高齢者支援室 

障害福祉課 
なし 

 

◆参 加 費◆ 無料（先着順） ※定員になり次第、受付を終了いたします。 

◆対  象◆ 調布市内在住・在勤の福祉職員 

◆場  所◆ 調布市こころの健康支援センター本館２階活動室 AB 

◆申  込◆ 申込フォームから受付 

（ https://forms.gle/FE3F73Pw6X6HHqrU8 ）   

QRコードからも読み取れます☞  

◆申込期間◆ １２月１４日（木）から受付開始 

        ①は１月１０日（水）まで ②は１月２３日（火）まで 

        ③は２月末まで 

専門研修のご案内【１月】 

 



 

②  

 

【集合】（障害通所事業所向け） 

１月２６日（金）１０：００～１２：００ 

ＢＣＰ（事業継続計画）策定研修～感染症編～ 

○講義 

○場所：こころセンター

本館２階健康活動室 AB 

BCP とは、災害などの緊急事態における企業や団体の事業継続計画（Business 

Continuity Planning）のことです。具体的には、自然災害や感染症の感染拡大、テロ等の事

件、ライフラインの断絶などの不測の事態が起こった場合に、重要な事業をできるだけ中断しない

ように、また中断したとしても短時間で復旧させるための方針、体制、手順等を整備した計画を言

います。2024年３月末までに障害福祉サービス事業所での BCPの策定が義務化されました。 

本研修では利用者や職員の安全を確保し、サービスを継続できるようにするため「感染症編」

策定のポイントについて学習するとともに、研修内で実際に策定作業を進めていきます。 

※別途配信中（12/1(金)～3/22(水)）の「BCP（事業継続計画）策定研修（通所事業向

け）」を受講いただいていること前提に実施します。未受講の方は，そちらを受講のうえで研修に

臨んでください。 

小島秀人 氏 

（障害福祉課） 

 

 

 

③  

 

【オンデマンド配信】 

障害福祉職員向け～介護保険制度を知ろう～ 
○オンデマンド配信  

障害者の高齢化が進む昨今、障害者が６５歳になると障害福祉サービスから介護保険

サービスへの切り替えを求められる「６５歳の壁」があります。障害福祉に従事する

職員が介護保険制度の概要、障害福祉サービスとの共通点・相違点、高齢化に伴う障

害福祉サービスから介護保険サービスへの移行等を学ぶことで、利用者対応や関係機

関連携の強化につなげる研修です。 

 

長田将夫氏 

（高齢者支援室） 

小島秀人氏 

(障害福祉課） 

 

①  

 

【集合】福祉職のための記録の書き方研修～SOAPの活用法を学ぶ～ 

※事前課題あり 

○講義・グループワーク 

○場所：こころセンター

本館２階活動室 AB 

社会福祉の現場では、よりよい支援をしていくために記録の作成が不可欠です。簡潔でわ

かりやすい記録を作成することは、サービスの質の向上はもちろん、業務の効率化にもつ

ながります。 

本研修では、医療ソーシャルワーカーとして相談業務に従事した経験があり、現在は日本

福祉大学でソーシャルワーカーの成長を応援している保正友子先生にご講義いただきま

す。日ごろの自分の記録を見つめ直すとともに、社会福祉援助における記録の目的や意義、

適切な記録を作成するためのポイントなど基本的な知識・技術の習得を目指します。【記

録の書き方がわからない】【記録に時間がかかる】などでお悩みの方におススメの研修で

す。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

保正友子先生 プロフィール 

主な研究テーマは「ソーシャルワーカーの成長過程について」。著書に『49の実践事例か

ら学ぶ医療ソーシャルワーカーのための業務マネジメントガイドブック』（編集代表、中

央法規）、『医療ソーシャルワーカーのストレスマネジメント～やりがいを持って仕事をす

るために～』（共著、中央法規）『医療ソーシャルワーカー成長への道のり～実践能力変容

過程に関する質的研究』（単著、相川書房）。また、基礎テキスト『実践研究のための記録』

を執筆。 

保正友子氏 

（日本福祉大学教授） 

 

 


